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はじめに�

このテーマを選んだ理由�
・厚⽣労働省の情報は公的なものであり、信頼性が⾼い。�
・学⽣⽣活において過去の統計データや政策関連資料を利⽤する機会が多い。�
・膨⼤な資料の中で、適切な資料を探す課程が困難に感じることがあった。�
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検索失敗例�

�
�
�
厚⽣同労省�
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10801000-Iseikyoku-Soumuka/0000072895.pdf＜2016年6⽉30⽇閲覧＞�
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①検索ワードを入力	

②厚労省のデータなので信
頼性が高いと思い、選択する。	
	



•  看護職員需給 見通しに関する検討会 �
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③タイトルを見て良さそうだと思う	



厚⽣労働省の情報だからと⾔って、全て有⽤である訳ではない。�
最新情報かどうか確認する必要がある。�
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④実際には最新情報が別に存在していた	



⽬的・⽬標�

•  ⽬的�
 ⼤学院⽣活において、適切な資料を⽤い、学習していくため、�
 厚⽣労働省の情報を有効に活⽤していく⽅法を考える。�
�
•  ⽬標�
 ①厚⽣労働省の組織について説明することができる。�
 ②厚⽣労働省のホームページの取り組みを１つ挙げられる。�
 ③⾃⾝が厚⽣労働省のホームページから情報収集する際の�
  検索⽅法を⽬的別に使い分けることができる。�
 �
 �
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厚⽣労働省とは�

厚⽣労働省設置法より�
国⺠⽣活の保障及び向上を図り、並びに経済の発展に寄与するため、
社会福祉、社会保障及び公衆衛⽣の向上及び増進並びに労働条件その
他の労働者の働く環境の整備及び職業の確保を図ることを任務とする
（第３条第1項）。�
引揚援護、戦傷病者、戦没者遺族、未帰還者留守家族等の援護及び旧
陸海軍の残務の整理を⾏うこと（３条第２項）。�
�
�
所掌事務�
全111項⽬ 医療、公衆衛⽣、福祉、年⾦、労働・雇⽤などを所轄。�
例）社会保障政策、少⼦⾼齢化への対応、疾病の予防及び治療に関する研究、
労働組合、労働基本権の保障、労働関係の調整、⼈⼝政策、医療の普及・向上
及び指導・監督、医師及び⻭科医師など。�

日本法令索引 
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxselect.cgi?IDX_OPT=3&H_NAME=&H_NAME_YOMI=
%82%A0&H_RYAKU=1&H_CTG=1&H_YOMI_GUN=1&H_CTG_GUN=1&H_NO_GENGO=H&H_NO_YEAR=11&H_NO_TYPE=2&H_FILE_
NAME=H11HO097＜2016年6月29日閲覧＞	
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幹部�
⼤⾂、副⼤⾂、政務官、補佐官、事務次官、審議官、⼤⾂秘書官�
�
�
�
�
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8	厚⽣労働省の組織図①�

http://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shigoto/＜2016年6月30日閲覧＞	



所管の法⼈� 9	

	
例：「医政局」→国立研究開発法人国立がんセンター	

「社会・援護局」→独立行政法人福祉医療機構	
などなど、多数存在します。	

	



厚⽣労働省ホームページ利⽤の前提条件�

•  厚⽣労働省の管轄が多岐にわたる。�
•  厚⽣労働省の組織が複雑。�
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⾃分の欲しい情報が、厚⽣労働省の何処の管轄
にありそうか⾒当をつけておく必要がある。�



とある⽇の厚⽣労働省のホームページ�

•  ⽬的�
�
•  ⽬標�

http://www.mhlw.go.jp＜2016年６月29日閲覧＞	

11	



•  アクセシビリティの向上を図っている�
アクセシビリティとは、年齢や⾝体障害の有無に関係なく、誰でも必要とす
る情報に簡単にたどり着け、利⽤できること。厚⽣労働省では、ウェブアク
セシビリティの⽇本⼯業規格「JIS X 8341-3:2010」における等級A（シン
グルＡ）のレベルを達成するホームページ作成を⼼掛けている。まだ対応が
⼗分でないページもあるが、引き続き整備を進め、アクセシビリティの向上
に努めると記載あり。�

厚⽣労働省http://www.mhlw.go.jp/accessibility/＜2016年6⽉29⽇閲覧＞�

�
例）点字ダウンロード、⽂字サイズの変更、サイト閲覧⽀援ツール�
�
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12	厚⽣労働省ホームページの良いところ�



検索機能の使⽤例�
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地域包括ケアシステムについて調べて
みると、3130件もヒットしてしまう。	
	

シンポジウム開催の案内など、授業で
必要な政策資料以外のことも紛れ込む	



テーマ別に探す�

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/shokuba_kosodate/kurumin/index.html	
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健康、食品、医療、医療保険・・・	
枠組みが広いので目的となる情報が明確で無
い時に探す際に良さそうです。	

この中のキーワードは「くるみんマークについ
て」や「ジカウイルス感染症」等、	
領域がバラバラなキーワードが並列されている。	



政策について�
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シンポジウム開催の案内など、授業で
必要な政策資料以外のことも紛れ込む	

授業の課題等において、政策について情報収
集する頻度は高い。よって、このページは政策
に関する最新の情報を得るのに有用となり得る。	

例）子ども・子育支援、障害者福祉、雇用、	
　　災害など	

「組織別の政策一覧」	
→医政局、健康局、老健局などそれぞれの政策	
「審議会・研究会等」	
→後述します	
その他、「予算」「国会議事録」「政策評価」等	



審議会とは�

COPYRIGHT	

16	

�

�



審議会の例（社会保障審議会の場合）�
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自分の調べたいテーマがどの審議会
で話し合われているか分かっていると、
このページから最新の議事録と、過
去にどのように話し合われていたか
経緯が分かる。	



厚⽣労働省の統計データ� 18	

厚生労働省統計としては	
・人口動態調査　　　・福利厚生	
・保健衛生　　　　　　・職能開発	
・社会保険　　　　　　・労働災害、労働安全	
・介護・高齢者福祉　　労働保険	
・社会保険　　　　　　・労使関係	
・社会保障　　　　　　・その他	
・雇用	
・賃金	
・労働時間	
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平成27年版厚生労働白書  
人口減少社会を考える 
（100人でみた日本、日本の１日） 
 
	

http://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/15-3/	

探してみると分かりや
すい資料もある。	
地道に探すことも必要。	



まとめ�

�
•  google検索でhitした厚⽣労働省の情報は最新情報とは限らない。�

•  厚⽣労働省の組織図の理解が必要な情報を得る近道になる。�
（例：看護職→医政局の看護課、⽼健局→介護保険関連）�
�
•  厚⽣労働省のホームページは誰もが使⽤出来るよう⼯夫されている。�
（例：アクセシビリティの紹介）�
�
•  ⼤学院⽣活において「検索」「政策」「統計」のページは活⽤の機会が多

いと考えられる。＋重要なのは⾃⾝の情報リテラシー！�

�
�
 �
 �
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参考までに…�
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e-stat(政府統計の総合窓⼝）�

www.e-stat.go.jp/estat/guide/basic/index.html＜2016年6月30日＞	
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